
 
 

１ 研修の目的 

養護老人ホームは地域におけるセーフティネットを支える重要な使命を帯びていますが、令和

６年６月、中央にて養護老人ホームについて協議・議論がなされメディアでも大きく報じられま

した。（別添参考資料：「R6.7.6、7.31、Yahoo!ニュース掲載の福祉新聞記事」） 

主には以下の２点で驚愕の内容でした。 

①多くの自治体で誤った認識があること 

●自治体の多くが三位一体改革で市区町村の全額負担になったと誤って認識していること。 

●地方交付税における施設運営費の計算式では「多く措置しても損はせず少なくても得はし 

ない」こと。 

②施設運営費（措置費）の基準単価が改正されていないこと 

●06年に厚労省指針をもとに各自治体が施設運営費の基準単価を定めましたが、これまでの 

18年間最低賃金や物価の上昇などがあったにもかかわらず、基準単価はほぼ改定されてい 

ないこと。 

今回の研修では、このことを踏まえた情報の共有と厚生労働省担当課からの事務連絡（令和６ 

年３月２６日発出）の正しい解釈を学ぶことが出来ます。 

２ 主  催 北海道老人福祉施設協議会（養護老人ホーム検討委員会） 

３ 後  援 北海道（予定）、北海道地域包括在宅介護支援センター協議会（予定）、北海道介護 

支援専門員協会（予定） 

４ 日  程 令和６年１０月１１日（金）９：４５～ 

５ 場  所 北海道第２水産ビル ８階 ８ＢＣ会議室（札幌市中央区北３条西７丁目） 

６ 参加対象 養護老人ホームの施設長・職員、市町村等行政の措置担当者、地域包括支援センタ

ー職員、北海道介護支援専門員協会会員 

７ 参加定員 参集６０名 

８ 参 加 費 市町村等行政・地域包括支援センター職員他（オンライン、参集ともに）：無料 

９ 日程・内容 

内    容 

・入  室  ９：１５～ 

・開  会  ９：４５～ 
開会挨拶  北海道老人福祉施設協議会 

・講  義  ９：５０～１１：２０【９０分】 
テ ー マ  「措置制度と養護老人ホームを巡る課題について 
                     ～その法的根拠から考える～（仮題）」 
講  師   高田 清恵 氏（琉球大学 人文社会学部 国際法政学科 教授） 

～～小休憩１０分～～ 

・情報提供 １１：３０～１２：３０【６０分】 
テ ー マ  「老人保護措置費に係る支弁額等の改定の考え方について 
       ～厚生労働省老健局高齢者支援課より発出の通知と事務連絡の解釈と解説～」 
講  師   平岡 毅 氏（全国老人福祉施設協議会 養護老人ホーム部会副部会長 

社会福祉法人カトリック聖ヨゼフ・ホーム 総合施設長） 

～ 昼 休 み １２：３０～１３：３０ ～ 

・講  義 １３：３０～１４：３０【６０分】 
テ ー マ  「どうなる？どうする！これからの令和な養護老人ホーム！  
       ～お一人おひとりへの生涯支援という視点から看取り介護に至るまで～」 
講  師   平岡 毅 氏 

 ※１４時半以降、養護老人ホーム職員のみを対象としたグループワークを実施する予定です※ 

令和６年度  

養護老人ホーム職員研修会開催要綱 
 

行政・包括等の方向け要綱 



10 参加申し込み等について 

別添「参加申込書」を令和６年９月２７日（金）までに、メールにて送信してください。 

Web 参加される方に対しては、ZoomID や研修資料のご案内をご指定のメールアドレスに送信

いたします。（参集される方は、当日会場まで直接お越しください。） 

   

11 申込および問合せ先 

北海道老人福祉施設協議会事務局（担当：岸田、宮川） 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目１番地「かでる２．７」 ３階 

北海道社会福祉協議会 法人・施設支援部施設福祉課内  

ＴＥＬ：０１１－２４１－３７６６ E-mail: roushikyo@dosyakyo.or.jp 

mailto:roushikyo@dosyakyo.or.jp


 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   出典：「令和６年７月６日、福祉新聞（Yahoo!ニュース掲載記事）」 

 

 

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：「令和６年７月３１日、福祉新聞（Yahoo!ニュース掲載）」 

 


